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コンピュータなどの高度なエレクトロニクス機器が、私たちのみぢかな存在となって 
さました。 それだけに、いま、なによりも重要になってしぶのが、人と機械のよりよい 
関係をつくりあげること。日立が、機械やシステムを手軽に使えるようにずるための 
研究に力を注いでしぶのもそうした人間と機械のフレンドリーな関係の実瑪をめざ 
しでしぶからでず。誰もが高度な技術と親しくつきあえるようにずるため、機械やシス 
テムを人間(こ近づける努力をずる-それが曰立の考えるインターフェイスで市 
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インターフェイスは、乂と按術の理想をめざす"日立のス□—ガンでホ 
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第 16 回全国中学校大を 


制 > 都呂々 (熊本) 
<夕子> かネミ 膚山) 


とちに巧!の栄冠に巧< 

第16回全国中学校大会は、8巧21日から24日までの4日間、男女 
各16校が参加して岐阜県民体育館で開催された。 

男子は都呂々（熊勒が、終始安定した戦いぶりを見せて初優勝 
を節った。女子は小杉情山）が"兰度目の正直"で、ホ勝進出3 
回目にして巧の棠冠にたどり着いた。 


男子 


•回戦 


豊中第二り^5 1 3一 金 津 
(大坂)1户— 6」9 ( 福井) 

〔戦評〕金津が2点を先取するが 
豊中も荒をのシュ I 卜をきっかけ 
に前半をリ I ドする。後半、両チ 
—ムとも攻撃で工夫したプレ—が 
あり、1点を争ぅゲームであった 
が、堂中第二が勝利を得た。(井 
上) 
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門部尾井部原を崎口西島田泉田尾 
rf— 増 
安ぉ中服柿荒尾坂中福福福化宮 
等000415000000000 




に軍配が上がつたゲームだつた。 
(楓) 
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が本島津屋川岡川が本沢宅岡見田 
南 五 

縛一一爵舊山車杉璧蚕蠢 
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中森' 
宇尾驴 • 


門克隆宗藤林合間恭浩飼實史平原田 
巧田林が 久林巧がが 
巧山安小落佐山鶴影基ル 
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春日井中部2 f 巧—4 一 2倉戴南 

(愛知) 3厂 Y 8」 1 ( 岡山) 

〔戦評〕立ち上がりから、春日井 
中部は全員が攻守ともにょく動き、 
倉敷南を圧倒した。特に、つめの 
早いプレスディフユンスが有効的 
で、パスカット、ル I ズボールか 
らの速攻が目立った。倉敷南もお 
屋、山岡のミドルシュ I 卜で巧お 
したが、散発じ終った。実力に勝 
る春日井中部のスピードとパワ I 


得002112001020400 
が田部川原原呈田野堇川木憲 
ホ谷吉 和本 
巧岩渡長上小竹河岡細清鎌吉鈴橋橋 
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がか木藤川農谷雲娶孝窠瀬 

!5莫碧囊囊露棄広 

得008742100000000 


ミスが目立った。(宮島) 

桜木9 fylul 6安慶田 
(東京)1た—5」1(沖縄) 

〔戦評〕前半、足の止まった攻撃 
で安慶田に走られた桜木が、後半 
走り、 W か後には4点差をつめ同 
点と し、 その後 もぺ ー スに乗り、 
高井のロング、速攻で安慶田を突 
き放し、お木の勝利。(久保田) 
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が袋城慶讓暑島靖農成謝銘 
议島大和雲岳 I 前 I 童圭廈 


審 


島 

井 


奇 ' 

心 . 


喜久田2で Is 一 3赤 坂 

《福島) 2 1リ|8」1(岐阜) 

〔戦評〕喜久田は、セットから遠 
藤、松谷、高橋らが着実じロング 
を決め、ホりでは GK 国分の再一二 
の好巧にょってホ坂の得点チャン 
スを つぶした。後半開始直後、石 
川のカットインで喜久田4得点を 
決め、試合を決めた。ホ坂も速攻 
やサイドシユートで応戦したが、 
ノ ー マ^ クシユ ー ト をはずすなど 
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げ棍吉高聋局佐阿周雨巧一面が掘 
巧〇063 21302200000 


下 松6「り|3ー ー湯 川 
(山口) 2信—8」1(北海道) 

〔戦評〕両チームとも緒餓とは思 
えない立ち上がり、キビキビとし 
た動きで攻防ともに白熱した展開 
となる。しかし、ゲームの主導権 
をつかんだのは下松。デイフェン 
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奪宮清湯柴河国福拖松大近化中 
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K から速攻へとスピ ー デイな展開 
で一気に攻めたてる。湯川も萬沢 
を中んにセットでの攻撃力に活路 
を見い出ずが、下松の姑り強いデ 
イフュンスに困惑気味。 

結局、ややセットオフェンスに 
課題はあるものの、スピードで上 
回る下松が湯川を圧倒した試合で 
あった。 (渡叟 
都呂々3 f り； B 一 9 中野 
(熊本) 2 一じ一じ1{望) 

〔戦評〕都呂々はフ卫イントから 
のズラシでサイド シュ！ 卜を確実 
に決め、つめがないと見ると松本 
が ミ ドルシュートを決め、終始試 
合をリードした。中野もポスト、 
ロングで互角の戦いに持ち込むが 
ノーマ I ク、サイド、ペナルテ 
イーと計6本のシュートを阻んだ 
都呂々0に鎌田の活躍でリードを 
広げ、勝利を得た。(宮島) 
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ぅであり、西湛 W のパスカットか 
らの速攻を許すといぅ展開であつ 
た。西禅川は速い展開から多彩な 
攻撃をくり出し、板津は山本の力 
ットインを軸に1点差まで追い上 
げ前半を終了した。 

後半立ち上がり、両チームとも 
激しいディフ卫ンスのため攻め切 
れずにいたが、西を川はが藤、鳥 
澤の活躍、板津は水口の活躍など 
で一進一退となる。同点で迎えた 
終了間際、板津•山本のミドルが 
決まり、板津初めてのリードで試 
合終了となる。白熱した好ゲーム 
であった。(有岡) 
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本田橋ホ高を田加哲田口田田壁上 

Is 辻吉高正山二一化平山津水岩中大井 
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(ち^)1不《7」1〇二重) 

〔戦評〕前半、板津は西徑川の2 

トップ•プレス デイ フェンスに 戸 
惑い、リズムをつかみ切れないよ 


で保った木太が小差で逃げ贺った。 

(浅墅 
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U 德隆田原原康井崎幡お本山木田村 
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:田石藤崎原山が田合水塚井を井 

け丢恒雷神横化霖書畫白 
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U 巻羣部：：： 


2：ま中第二 


木 太 7 f 5!9 l 目小 部 

(香 W ) 1一じ 1 7」1 ( 兵庫) 

〔戦評〕立ち上がり、両チ—ムと 
も堅いディフ卫ンスで相手に得点 
を許さなかったが、よぅやく 7か 
小部は巧原が先取、試合の主導権 
を握り、 9 — 5で前半を終了。後 
半は立ち上がりから木太•山崎が 
切れ込んで3連取。その後は、小 

部の荒いディフ卫ンスで退場者が 
続出し、チ ー ムのム ー ドを最後 ま 


部尾井部原ハな崎口西島田を田尾 
槍 

安杉中服柿荒尾坂中福福福化宮 
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^隆宗藤林合間恭浩飼竟史平原田 

齡ま落佐山鶴鹽片寶 

化ザ〇 0621222200 0. 000 
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^2分過ぎ同点に追いつくが、その 
後ディフ卫ンスが乱れ、ペナルテ 
イースロ I から再びリードを許す。 
その後追い上げたが、中井をマン 
ツ I され、 今ー ホと どかず試合を 
終る。(有岡) 


お 木の 
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喜义田 


〔戦評〕前半、お木のやや無理な 
攻撃を守り、遠藤のシュートを中 
ムに喜久田がリードしたが、の分 
な後速攻をくり出した楼木が1点 
リードして前半を終えた。後半も 
速攻をくり出す桜木じがしてミド 
ル、ロングで応戦した喜久田だが 
惜しくも敗れた。(野久) 


〔戦評〕前半立ち上がり、やや堅 
さの見られる両チ）ム。先にぺ一 
スをつかんだのは春日井。が、落 
合のカットィン、ミドルを中、むに 
リー ドする。豊中は、中井の気迫 
あふれるロングシユートで追い上 
げるが、春日井2点リードで前半 
終了。後半、豊中が中井、荒谷の 
ロングシュ I 卜で試合をリードし、 
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婆島喜佐阿周雨が二面が堀 
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を苦しめ、安をしたぺースでダ、 
ムを進めた。(楓) 
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- nt - 

〔戦評〕前半ょり1点を争ぅ好ゲ 

I ムとなった0 

木太は山崎を中んにしつこく 
ボ—ルを回して善戦したが、後半、 
板津は勝負所で高橋、水口がロン 
グシュ I 卜を かめ、追いすがる木 
太を振り切った。(玉田) 
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け上石恒ま山神横化新が垂西壺由白 


都呂々の f 川巧下松 

〔戦評〕両チームとも立ち上がり 
からスピーディな攻防を見せ、一 
進一退の展開となった。下松は、 
ディフ卫ンスからの速攻で加点、 
都呂々は松本を中んにセットな撃 
に巧えを見せ、都旨々の 3 点リー 
ドで前半終了。後半に入っても、 
都呂々は堅いデイフュンスで下松 
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都宮々22 
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じ晉萃部 


〔戟評〕都呂々はディフユンスの 
間からクィックで打つジャンプシ 
ュートが小気味ょくかまり、また 
GK 鎌田の好ずもあって410と 
試合をリ！ド。春日井中部もボス 
卜、ミドルで巧抗するが、得意の 
速攻でのパスがつながらず苦戦を 
しいられた0 

後半開始早々春日井はポストで 
得点し、猛チャージをかけるが、 
巧、心な所でラインクロスを犯した 
り、相手 GK の好ずに阻まれたり 
.して差を縮めることができなかつ 


た。その後、両チームとも息もつ 
かせぬな防を続け、互いに得点を 
重わたが、都呂々は要所^でシ 
ュートを確実に決め、スカィプ 
レ—を見せるなど多彩な攻撃で营 
日井中部を圧倒した。 GK 鎌田が 
再一一ーノ^^マ^—クを阻み、堅実なプ 
レーを見せた(宮島) 
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轰城 ) 1石 —5」7 ( 大版) 

〔戦評)ォープニングゲームのた 
めか両チームとも堅さが見られ、 
小さなミスが見られたが、オフ卫 
ンス、ディフェンス とも 力のある 
伊奈東がカットィン、半速攻など 
で得点を重ねた。後半もペナルテ 
ィースロ1だけに頼る豊中第十に 
がして、ロング、カットインなど 
により伊奈東が差をにげた。(野 
久) 
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GK の活躍で 8 — 5とリ—ド。 

後半、下松は激しい追い上げを 
見せて^ —の、？5 — ？2と同点とす 
るが、後一步リードすることがで 
きなかった。(大矢) 
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(岐阜) 2厅— 3」(か海道) 
〔戦評〕大会初日といぅことで両 
チームとも堅さが見られ、基本的 
ミスが目立ったが、後半疲れの見 
えた湯川にがし、桜丘が速攻で着 
実に得点を重ね、别 — 5 で逃げ切 
つた。湯川は暑さのせいか今 I つ 
元気がなかった。(玉田) 
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〔戦評〕両チームともスピードぁ 
ふれるプレ I を展開し、接戦の末 
矢田が勝つ。前半は矢田•巧澤 A.I 
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:=明 野 


〔戟評〕各種シュートを駆使し巧 
んじ得点する春日井中部、髙井を 
中山にフェィントあるいはズラシ 
でサィドシュ I 卜で得点する桜木。 
各々スピ！ドぁる攻撃で見応ぇが 
あった。春日井•がのディフェン 
スの虚をっくステップシュートが 
効果的であった。(ェ藤) 
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福ま窩斉高佐阿周雨が二面村堀 


〔戦評〕者•呂々•前川のシュート 
で先取点をあげ、のちディフェン 
スから速攻へとスピーディな動き 
と多彩な攻整•で連取する。 

後半に入っても、都宮々は持ち 
前の素早いパスワークで着々と加 
点する。 

一方、板津もよく善戦ずるが、 
攻撃が少し劣り、ディフ卫ンスが 
甘く、敗退した。(井上) 
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日本が'生んだ世界のボール 

日本ハンドボール協会検定球 


) 巧 7 ^たすミムレスぶ — A 

タチ々ラの ハン ドボールは縫ボールと同じ構造のチューブが離れた 


L • B • C 中空製をです。 

111感。，た3株まを社 S 難證説品 


L 戦評〕前半、明野は松本のロン 
グシユート、御幸は西のポストプ 
レー を中ムに互角のゲ ームを 展開 
し、同点で終った。後半、明野は 
攻撃で足が止まり、御幸の速攻を 
再一二受けたが、 GK 遠竹の好キー 
プによりリ1ドを保ってぃた。^3 
分、御幸•二一安の速夕宮崎のセ 
ンターへのカットインにより追い 
つきリー;^する。明野は GK の好 
キープを攻撃に結びっけることが 
できなかったことが悔やまれる。 
肴岡) 
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〔戦評〕西笛川は長身サゥスポ！ 
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中子のロングシユ I 卜と山本、山ず 
前の速攻で得点を重ね、6で 
勝ち2回戦に進出。安慶田も屋宜 
を中ムにょく走り回ったが大型 
チームの守りを崩すことができな 
かった。(大矢) 

小 お 8 f 418一 〇 山 西 
鲁山 ) 1行— 2 j 1 (香川一 

〔戦評〕前半、两チ I ムとも初戦 
のためか堅さが目立ち、キャッチ 
ミス、パスミスが多かったが、山 
田がポストを使い、前半をリ J ド 
した。後半に入り、落ち着きをと 
り戻した小おが、相手チームのミ 
スやパスカットを速攻にして得点 
をあげていった。(野久) 
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〔戦評〕前半、中田がやや単調な 
攻撃から巧ち込むロングシュート 
をディフェンスや GK の守りから 
ワンパス速攻につないだ中野が得 
点を重ねた。後半とも中田の攻撃 
が池田、石坂に片寄るところをよ 
くずり、速攻で得点をあげた。 

(細沢) 
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〔戦評〕大瀬は全員がょく走り、 
ボールを廻してチャンスをつかみ 
着実に加点。境港二はシユートが 
甘く、ロングシユートに頼り、コ 
ントロ I ルも悪く得点のチャンス 
をつぶす。攻守ともじリズムの良 
い大瀬の順 S 勝ちであった。(島 
崎) 
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〔戦評〕前半、矢田•相澤のロン 


グシユ|卜などで得点をあげリー 
ドをずる。 一方、伊奈東も小島の 
カットィンなどで追い上げ 7— 5 
で終了。後半立ち上がり、伊奈東 
も多彩な攻撃で4点を連取し^^1 
9とする。矢田も反撃し、9 I 9、 
UIU と同せ i にするが、この時、 

矢田•相澤が退場となり、その間 
じ2点をあげた伊奈東が逃げ切つ 
た。(大矢) 


得0046000100 00 000 
リ部崎松澤見田が本田田田が橋戸間 

夕 


!^呂平上相塩飯化長上藤花岡石白本 


G 


審•け 


ヒ- 


川合. 


SS 曲信島輪野保山部原橋垣内本丹 
帝崎崎 久老ハな 
结岡岡小 二 天大森岡海高稲小根伊 
待001243040000000 


御 ま巧 


: M 以 S 桜 


T 


引 


丘 


〔戦評〕2回戦なので両チームと 
もプレツ シヤ I はなく、すばらし 
いを力での攻防戦を展開、ポスト 
プレ ー、 サイド シユート、速攻と 
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女子みお，小杉対御幸の一端 


戦いに持ち込んだ。両チームとも 
前キ W 分从降3 I 3のまま W 分間 
近く無得点の状態が続き、終了間 
際、小杉が速攻を決め 413 とし 
て前半を終了。後半に入ると、小 
杉•大前と大瀬•稲次が打ち合い 
白熱した展開となったが、小杉が 
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3：島鬟畜川近下高砂實大宮 
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結びつけた。前半巧分までは、お 
互いに互角の好ゲ！ムであったが、 
大事な時、御幸•原のサィドの走 
りを生かした速攻に切り替えて、 

祥点を積み重ねていった御幸の勝 
利となった。ペナルティ I スロ J 、 
シュ I 卜の ミスが 非常に目立った 
のはとても残念であった。(高戟) 


K 
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〔戦評〕立ち上がり堅さの見られ 
た巧を川は、ロングシュートの多 
くが ワクを はずれ苦しい戦いをし 
いられた。一方小おは、脚力を生 
かし、着実に加点、前半を 6 — 2 
で巧り返した。後半に入ると、西 
侮川はプレー全体がスピードァッ 
プして追い上げたものの、細かな 
ボールのっなぎで小ぉが上回り、 

さらにリードを広げタイムアップ 
となった。(川合) 
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〔戦評〕立ち上がり、大瀬は早い 

パス回しからのカットインなどで 
巧房を重ね 、 G K の奸ずもあって 


W 分には 612 とリー ドした。し 
かし、それな後足が止まり ノーゴ 
I ル。リズムが中野に移り前半は 
6|5で終了。後半は、再びぺ一 
スをとり戻した大瀬が稲次の カツ 
ト インな どでリ— ドを 広げ、勝利 
を収めた。(中森) 
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〔戦評〕前.後半、両チームとも 
堅さが見られず、伸び伸びしたプ 
导〇 0026311000000 〇 -U 
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レーであった が、ディ フェンスは 
荒さが目立った。伊奈東の ロング 
シュ I 卜 、.御幸のポスト、 カット 
ィンシユートなどにょり一進一退 
の攻防がつづき、今大会初の延長 
戦に入った。 

御幸の GK の活躍にょり巧— 

で御幸の勝利となった。(溝口) 
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杉 。 fnj 


8大 顏 


(截評〕細かくボ}ルをつなぐ戦 
法の大瀬は、小おの好ディフェン 
スの前にチャージングをくりおし 
攻めあぐみ気味であった。小杉が 
大郷の速攻、田町のぺナルティ！ 
でリードした後、大瀬も稲沢のス 
テップ、川腰のステップで互角の 


U 伊奈東 



終始先手、先手と得点を重ね、 
利を手にした。(宮島) 


決勝 


小な f 。)フ御ま 

〔戦評〕試合關始直後、御幸が野 
沢のヵットィンで先制。両チーム 
ともパスミス、、 ンユート ミスがや 
や目立ったが、小杉が大前と島の 
コンビプレ！で同点とした。その 
後は互いに堅さがとれ互角の展開 
となった。後半、小杉はポストに 
ボールを集め2点を連取したが、 
御幸も速い攻撃で3点を連取、そ 
して今度は小杉が連続 PT で一歩 
リ I ドするなど決勝戦に ふさわし 
い展開となった。互いにスピード 
あふれる攻撃をくり返すが、御幸 
は肝んな所でパスミスが出て得点 
できずに終ったのにがし、終了1 
分前、大前のミドル、田町の速攻 
で得点を加ぇたルおが試合をリー 
ドし、全国大会俊勝の栄冠を手に 
した。 (宮島) 
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第如回を日本教職員選手権大会 

沖縄 （男子) 
ま都 はチ) 

ザ初優勝 

第30回全日本教職員選手権大会 

習量に勝る沖繰が、後半一気に板 

は、8月8日から13日まで、男子 

の葉を振り切って初優勝を飾った。 

54、女子12チームが参加して京都 

一方女子は、やはり=連覇を賭 

府田辺巿で開催された。 

けた愛知教員女子にがし、地元- 

男子は、三違霸を祖うおの葉ク 

を都が挑戰、 昨年と同じホ勝の顔 

ラブ（巧木）と国体を控え強化に 

合せとなったが、京都が見事雪辱 

励んだ沖縄教員の対ホとなり、線 

を果たし、巧優勝を飾った。 
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〔戦評〕前半広島が、米田、久保 
田のジャンプ、カットインで主導 
権を奪った。香川も渡辺、久保の 
ジャンプ、速攻で反撃、しかし、 
G Kill 谷の好守でリードを守り巧 
—3 と広島リードで巧り返した。 

後半に入って、動きの鈍くなっ 
た広島を香川がとらえ、逆転に成 
巧、一気にリ！ドを奪った。その 
後広島の反撃を GK 溝内の好守で 
押さえた。(吉田) 
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る。その後も早い展開から攻撃を 
しかけるがミスが多く 、 ATF の 
セットでの 得点を許す。 U 分、 中 
山の連続 3 点の速攻、続いて佐藤 
の2本の速攻の得点でリズムじ乗 
り、 9 点差で逃げ切る。(福井) 
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「で 9 A T F 
帝，全1(愛知) 
〔戦評〕岡山の先手で試合が始ま 
つたが、すぐに ATF も同点とし 
な後岡山の速攻、 ATF のセット 
での得点で一進一退で前半を終了。 
後半 6 分、岡山は連続 4 得点す 


し、埼玉は滋賀 DF の足が止まる 
のを見て、ポスト、ブラィンドミ 
ドルなどで着実に加点し、一進一 
退の混戦となった。 

延長に入って、再び井上の連取 
でリ t ドした 滋賀は、疲れの見え 
た埼玉を振り切った。(が尾) 

大阪教員リ丽 U リ) W 福岡教貞 

〔戦評〕立ち上がりから大阪が優 
位に試合を進める。福岡も2点差 
までつめるが、結局6点差で前半 
を終える。 

後半に入ると福岡が追い上げる 
が、大阪が前半のリードをずって 
逃げ切った。(丸谷) 


得 〇 0095212401 
の条上本田田本永西木賀田 

セ水春野藤坂稲沖白ま前 


G 


審 .1 1 


〔戦評〕開始間もなく、滋賀は井 
上の巧巧などで連続得点をあげ、 
そのまま 独走かと思われた。しか 
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(巧遊 

〔戦評〕萊苑クラブは、前•後半 
通して速攻、ポストプレーから得 
点を重ねたのにがし、新潟はサィ 
ドシュ I 卜でが抗した。 

両チ ー ム共にパス ミス、ノ I マ 
1クシユ I トミスが目立ったが、 
若さで茨苑クラブが走り勝った。 
(清水) 
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NISHIOKA 新発売 


日本ハンドボール協会検定 
ハンドボ^ールゴ'ール 

本年納入先 SlilSk 


ワイヤレス スコアーボー ド（多種目用) 

西岡体機工業談 

〒558大阪巿住吉区南住吉3下目17— 5 

電話 (06) 693— 5756〜9 
FAX (06)694-5040 



ド、ポストとむらな く得点、後半 
巧分大勢決する。岩手も試合をあ 
きらめず猛追するが、終了間際に 
千葉に速攻を3連発決められ万事 
休す であった。 (兼田) 
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〔戦評〕立ち上がり両チーム共ミ 
スが多く、熊本がポストプレーを 
中んに得点を重ねるが、中盤ょり 
愛知が速攻にょり得点を重ね、前 
キを UI 9とリ^ド。後キ、愛知 
のミスにより熊本が速攻で連続2 
点を入れ同点となるが、中盤より 
愛知が徐々に速攻で得点を重ね 
リードを広げて終了。(中川) 
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わか < さク 

(案良) 

〔戦評〕速攻で得点を重ねるわか 
くさクラブに がし、静岡はセット 
からステップシユートでが抗ずる 
展開となった。静岡は随所にベテ 
ランら しいプレ I を見せ、得点し 
ようとす るが、 わかくさクは 終始 
速攻の手をゆるめず大勝した。 

(奥田) 
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教昌 As lY2j 2 教職員 B 

〔戦評〕前半巧分まで山口は角の 
ミドルシュ I 卜、飯島のロングシ 

ュートにがする富山は、横島のス 
テップシュート、ポストな聲で得 


点し互角に戦うが、巧分過ぎから 
山口は富山のパスミス、シュート 
ミスからの速攻、角のミドルシュ 
1卜で加点し、試合が決定した。 
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〔戰評〕ォールドィーグルスの老 
巧な試合運び、要所要所じ個人プ 
レーを中ムに得点を加える。一方 
若い一一一重は、自分たちのプレーが 
今一つ出来ずミスが目立つ。加え 
てシユートチャンスにも GK 本多 
の好キーピングにょり得点が出来 
ず、3で前半を終了。 
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後半、 S 重のスピードあるプレ 
1で追い上げが期待されたが、ゲ 
1ムの流れを変えるまでに至らず 
g ^ lu でォ I ルドィーグルスが勝 
利を得る。(ホ) 
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長野教員 


(戦評〕埼玉クの先行で前半が始 
まるが、埼玉は速攻をまじえ、力 
ツトイン、ポストとバランス良く 

得点する。一方、長野も速攻をか 
けるが、埼玉のディフ卫ンスを崩 
ず事が出来ず終る。 

後半日分間、兩チーム共よく走 
るが、その後長戰がセット攻撃に 
変わり、埼玉は速攻を主にゲ—ム 
を決定する。(田中) 
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〔戦評〕前半、スタートは一進一 
退を くり 返していたが、千葉教員 
が堅い守りから速攻でベースをつ 
かみ、着々 と 加点、前半は2； — 8 
と 千葉リ I ドの まま 終了。 

後半、干葉•仲田のロング2連 
発でぺースをつかみ、速攻、サィ 


































富 山3 f に一 s 一 7ィガャクラブ 

巧職旨 A 1 I .7 IS 」 1 ( 愛知) 

1;戦評〕前半から個人プレ I に勝 
る富山教員 A が終始リ—ドを保ち 
ながら試合が進んだが、後半巧か 
過ぎから少しずつ差を広げていた 
が、全体に富山のノーマ J クシユ 
1卜のミスが多く、自かから展開 
を 苦しくしていた。それに比べ、 
イガヤクラブはミスが少なく、イ 
ボヤの善戦が目立った。(上野) 
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ハンタ—ズ3宿 — MJ 
〔戦評〕前半、山口の速攻に巧し 

大阪は粘りある遲なで着実じ加点 
し大阪がやや優勢に展開。後半に 
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^:^村ハな本地根本宗井藤富 
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7，本が口川山井出原田を 


.池中ハ々荒大藤中川太佐 
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入り、ぶち上がり大阪が速攻をど 
で連続得点し、点差を広げる。双 
方共ややスタミナ切れから雑なプ 
レーが目立ったが、最後大阪が逃 
げ切った。(柴田) 

佐賀教員1 f ^ — 6 ー ー 

葉.穏 S 1和歌ち 

〔戦評〕チームの特をが似通った 
チーム同±のが戰で最初は一進！ 
退をくりおしたが、8分過ぎ PT 
を得た佐賀がぺースをつかみ、速 
攻で点差を広げ、一方的な試合展 
開となつた。後半もそのまま佐賀 
ぺースで終了した。両チームのス 
タミナと速攻の違いが明暗を分け 
た試合であった。(中島) 
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教 員 団2 ^巧 — si 」 ；スワロ| 

兵庫) 

〔戦評)前半、若い静岡とロィヤ 
ルスワロ！のベテラン畑、松岡な 
どの活躍にょり互角の試合運びと 
なったが、5点差で終了した。後 
半、静岡は早いパスワークからの 
カットインプレーで加点、疲れの 
でたスワローのシュートミスから 
速攻で点差を広げた。(化山) 
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〔戦評〕前半5分、福井は固いデ 

ィフユンスから速攻をくり出し、 
511 とリード、その後東京も盛 
りおし、前キを2|^で巧り返す。 
後半も一進一退の攻防が続き、ラ 
スト2分で福井がようやく2おり 
1ドし、東京をふり切った。(中 
が) 
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〔戦評〕前半は、両チ）ム共速ぃ 
ボール姻しと速攻とで一進一退を 
くり返し、 WI 8 で愛媛がリード 


しでがり返した。後半も1点を争 
う巧ゲ ームと なり、残り 3 分で 
リ—ドした愛媛が辛くも逃げ切つ 

た。再男 
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(戦評〕両チームょく走り、大阪 
A が先行していったが、化海道は 
一一一浦のロングを中、心に追い上げ、 
北海道の1点リードで前半を終了。 
後半に入り、大阪は化海道 - ill 浦 
をマンツーマンの戦法が巧を奏し 
追いつき延長となる。延長に入り 
大阪•平井の PT で先行するが、 
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make-up tomorrow 


メ^ クヴツつ、 

財産の運用、ローンのご利用、不動産や年金、相続•贈与の設計など 
わをさまとともに明日を創造する BANK 、 〈ダ f のをご活用ください。 



トウモロな 


あなたと明日を_ 


一遇一退.、後半に化海道•高田が 
サイド、速攻と連取し逃げ切った。 
.(大原) 
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岡山桃太 
郎クラブ 


〔戦評〕両チーム共エリアラィン 
隙での細かいプレーで主に得点。 
はじめ岡山の方が走力で勝るょぅ 
に思われたが、若潮も徐々に調子 
をあげて来た。後半、ずっとシー 
ソーゲームが続き、結局延長戦と 
なる。ここに来て岡山のパスミス 
が目立ち、そこからの速攻により 
若潮の勝利となった。(山本) 
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裏教貢巧〔 II 逆 

〔戦評〕前半、両チーム共セット 
攻撃が決まらず W 分まで大分のリ 

I ドで進んだが、宮城の速攻が決 
まり始め、。分に同点、その後逆 
転して； 2 IW で前半を終る。後半 
W 分、通り雨で一時試合を中断、 
再闆後、スピードに勝る宮城がゲ 
1•ムを決めた。(亩面.) 


巧大分教員 


項〇 7 334312 
:: S 塚賀橋杉寺重馬川 

け大那高上薬徳有小 


審林、 


が名浏木藤井致原地木形川が 

憎春花佐伊ーニ簡菅菊佐尾石下 
得 〇 04051801961 


な 


a 

T 

P 

の 


巧 


石川5 5岡山 


"5 5 m 

r 9l4 2 

尸1 1、 


教職員団3 2白桃 クラブ 
〔戦評〕岡山白桃のパスミス、シ 
ュートミスが目立ち、それを逃が 
さず速攻に結びつけた石川が、終 
始リードををって試合を終えた。 
(山本) 
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〔戦評〕一二重の得点でスタートし 

たが、神奈川が速攻で着実に得点 
した。後半に入り、 S 重はシュ ー 
トチャンスを何回もつぶし、神奈 
川は さらに 加点していつた。(不 
明) 


得〇 830300204 
のみ細目谷野本内森が川 
重 ヶ寧 
だ神川夏松守あ山中西梶 

• / I J- ， 

K P f 蕃.浅井一 
G F - 蕃山ネ j 

' > • vr , 

り上沢沢田木池田原葉岡田沢 
蔚 を 

£并宮黒本鈴小签市千ま五生 
がザ〇 02252218136 


如 

の 

T 

P 

S 

把 


J 回戦 


がク说 〔 IU 川 V 香川教員 

〔戦評〕総合力に勝るおの葉だが 
パスミス、シユ I トミスを重ねる。 
そのミスをつき、香 W はポスト、 
サイド、速攻で反撃、前半を化— 
U で終了。後半に入ると、栃の葉 
が一気にスバ！卜、後半 W 分で W 
— 53 とし勝負が決ずる。(秋永) 
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保井辺を口端本山島山 

溝久亀渡泉谷川か西真杉 
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。で滋賀が2点差をつけて終了。 
後半に入るや滋賀はコンビプレ I 
が巧え、岡山を一気に突き放す。 
後半巧分には W 点差に広げ勝ちを 
決をづけた。(秋永) 
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〔戟評〕前半、大阪は速い展開か 
ら攻擊するもミスが多く得点じ結 
びつかず、茨苑は富永を中もにポ 
スト、 ロングと 攻撃、得点する。 
大股も離されず、前半同点で後半 
勝負となる。後半に入るや、茨苑 
のセットからの得点で着々と加点、 
大阪は速攻ミスも手伝い力尽きた0 
(堀田) 
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阪 裕々 
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お質教夏：リ(の U り)の岡山教員 

〔戦評〕前半は両チーム共じ持ち 
味を生かしがゲームを展閱、 M ! 
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トヨタ旨®車掛立如同年 


TOYOTA 


ニッポンの自動率の 

新しい物諾が始まりまず C 

A トヨ々 のこユーグレー ドセダン 

/ dlfcZiO — ゴ誕を 



わかくさク S 22福島ク 

〔戦評〕開始早々に速攻で先取し 
た わかくさ クが5連続得点の スタ 
1卜を切つた。これにがし福島は 
セットからの攻撃とポストプレー 
で応戟する。前半^ I S •でわかく 
さクのリード。後半少しダレ気味 
のところはあつたが、まずはわか 
くさ クの圧勝。しかし、福島クも 
最後まで善戦した。(福井) 
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が雑になって口—目と山ロリード 
で折り返した。後半は両チーム共 
互角に運び好ゲームとなったが、 
前半の得点差が最後まで響いた。 
(丹田) 

埼玉警ぉ(門^り。クルル^ 

〔戦評〕テクニックに憶れるオー 
ルドィーグルスと若い埼玉との試 
合は、最初両チーム共ラフプレー 
も見られたが、圧倒的に走力に勝 
る埼玉の一方的な試合であった。 
(中村) 


進一退をくりおすが、千葉がボス 
トプレーでゅさぶるが、ミスが続 
き、スヮロ！兵庫にハーフ速攻に 
持ちをまれ22|6で終る。後半、 
千葉もよく走り、セット、速攻共 
じ互角の展開となるが、前半の差 
が大きく、つめることが 出来なか 
つた。(田中) 
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〔戦評)前半、山口は速な、ミド 
ルで着実に加点、巧する宮蹄はシ 
ュートミスが目立ち、プレー全が 
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(群馬)1 

〔戦評〕前半 W 分は、両チーム共 
セット、カットインの みの勝負で 
あり、一進一退をくり返した。残 
り5分で群馬の速攻が決まりだし、 
WI 8 と群馬のリードで折り返し 
た。 

後半も同じような展閱でゲ—ム 
が進行し、群馬は PT などを着実 
に決め、1点差で辛くも逃げ切つ 
た。(丹田) 
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兵廣 

〔戦評〕前半、立ち上がりから一 


旦サ〇 310040224 
り地山井藤田井崎田永野 


巧〔罰 U パ)：^千禁教員蜘本下細近岩浅尾黒徳中 


審 • 


谭〇 0270041021 

52原上村田川田鐘名藤井原 

^:塩山仲仲石寺大飯加安浅 


K 

G 


.審•茨辻木 ' 


尚 

8 

2 


1 |>— . > , 
；藤野田藤西脇内辺園井尾口 

げ近お浜工大船竹岡西今堀寺 

得〇 〇117 〇 


7 

T 

P 


田林中 




^口井石井川田田井木沢 

け譲野お越今長岡栗新渡小 

得 001 


6 

T 

P 

の 

7 


沖縄教員の 


|"9—5一 3富 山 
百！8」1教職員<*: 

〔戦評〕前半、互角の戦いで終り 
後半、国体前で練習量豊富な沖縄 
が富山に圧辕する。(中川) 


导〇 3300002104 
鳩山口原瀬井浦永前 
^ 裏 
Sv 巧小栗坂金東沢中秀越 


P 

F 


審 


曼井 ' 
邮本' 


y 泰靖島田嘉志城原里場江茂 
W 直良 直 舎良 
::::新高黒松名新宮内新喜東髙 
每〇 03120240253 


3 




T 


リ 


益 


巧 玉 7 f じ—51 6 大 阪 

バッカス2 t 巧—り」1ハンタ—ズ 

〔戦評〕前半中頃まで双方共スロ 
1ぺースで相手の出方を見るが、 
残りの分あたりょり埼玉が速攻で 
勝負をかけ大差で祈り返す。後半、 
スタミナの切れた大阪の単調な攻 
めにがし、埼玉の堅実なデイフュ 
ンスと多彩な攻めで勝負がついた。 
(柴田) 


宜ザ〇 250401301 
T 本が口川山井出原田谷 

い池中谷荒大藤中川太佐 


G 


P 

F 


審 


吉田' 
田中' 


別田村本川川田塚保 

い牧稲谷寿井吉石久 
項〇 13 8 5 4 4 2 


6 


T 

P 


の 


—1^ 


，佐賀教員 
.葉 陽 

〔戦評〕前半すベり出し、加藤の 
ジャンプシュート、速攻などで 
気に4連取した岐阜が主導権を握 
つた。しかし、 佐賀も小松、境の 


お 

の 

婚 
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くらしひろげるジ c ス3の力ード 

ファッションから食品まで、 

サインひとつでわ買物。 


ご入を手続きも簡単です。 
わ気招にわ中込み 
ください。 



おち化いもいろいろ 

■月々のわま化いがラクな 

リボルビング技い 

♦手数巧なしのわトクな 

—回也い 

参おポめはいま、わま化いは 

ボーナスー括班い 

>也•中し込み、わが!ぃ合せは、ジャスコ巧店 
サービスカウンター义は、巧な H じわたず 
ねくださぃ。 


SJ 

ジ巧コ 


ミドルで反擊、同点に追いついた。 
前半を8!8で折り返し、後半に 
入ゥても一進一退をくり返したが 
ラスト4 かか.ら加藤がミドルで決 
揽"点を奪い、接戦にケリをつけた。 
(ま田) 


伸ザ〇 001360103 

則崎中山本松田殿山口 

臨 境保 

g 谷旧中柳小久松西磯 


審 


丹田' 

中が. 


；田中倉隆野元木尾橋村島 

•貼 蔡原藤 

W 野田名加牧加鈴西高奥飯 

得〇 01100412100 


4 


が 

T 

P 


7 


静岡県 




、1|3' 


教員団 

〔戦評〕両チーム共スピード感が 
あまりなく.、 前半 シユ . —トミスが 
目立つ。福井巧 IU 静岡で前半を 
終了する。後半に入り、福井の攻 

盤-にミスが多くなり、それを静岡 
が速なでポイントを追加して勝つ。 
舌中) 


巧ザ〇 01'5 01523022 

が旧が橋野安林嵐屋田納口川 

柴川上竹田小五中半加谷細 


審 


削町 


]NrJ 

木 

静 b ヒを 


:木石 W 沢地野林橋 


.^1 化鈴大石細菊小小高 

谭〇〇3518580 




が 


T 


リ 




京都寧具リ〔龍 U お8靈教貞 

〔戦評〕最初、多少の堅さの見ら 
れた京都であったが、ポストを利 
用した攻撃からぺースをつかみ、 
速攻が出るょぅになった。愛媛は 
なんとか京都の高いディフ H ンス 
を打ち破ろぅとしたのだが、なか 
なか得点に結びつけることができ 
なかった。愛媛はつめの早いディ 
フェンスで対抗しようとしたが、 
京都の早い攻撃を止めることがで 
きず、一方的な展開となった？ 

(中島) 


碍〇 〇 2 21 

刹が智中岡子福川田橋川を利 


福井教員懷中武田定金東石川高山関毛 


K 

G 


審 


吉田‘ 
が尾‘ 


3ぉ1」留島菱 


京' 


け山宇国佐楠杉池西西大酒清 

得00己161533124 


觀ナッツ W 


冀道誓： 


百—じ J 

〔戦評〕化海道は、大橋、高田の 
連続速攻で 3 点のリード。がする 
若潮ナッツも八重のサイドで反擊 

ローリングから内記のステップ、 
蓋谷のカットインで着々と加点、 
一気に逆転に成功。前半を2 — 
で析り返した。後半に入っても 
徐々に差を広げた若潮ナッツが别 
I 別で勝利を奪った。(吉田) 


得 0022404247 
55沢お橋藤橋が山が田浦 
帘 ろ 
化松柿棚加大田ホ中高ニー 


P 

F 


審 


細馳^ 


^藤谷田記盛原田島岡が 

J 5 加签増内八が柴前鶴大 
5ザ〇 925632120 


巧 


ぶ 


T 


が 




ュート、パスミスに乗じ連続6得 
点で突き放した。ィ}グルスのポ 
ストプレーと速攻に神奈川はどう 
する こと もできなかった。(化山) 


宮崎教員 S 〔巧川)巧^ 


f 巧—り1 5 石川県 
"教職員団 

〔戦評〕お互いに似通ったチ I ム 
同±のが戦で、一進一退をくり返 


化ザひ00420001116 
Q 上沢留沢木池田原葉岡田沢 
割 反 

£井宮鶴里豁小蓋巿千吉五生 
—--< — 

K P f 審•け學 

G F ミ中島」 

引田本野願西谷瀬岩本本尾 
^ ヶ 
i 太勝源成大 S 厚小岩辻杉 
削 11353404281 


5 


T 

P 


2 

3 


(3) 

ま 

ら 

ず 

進 

退 

が 

そ 

の 

ま 

ま 

続 

い 

終 

了 

し 

た 

〇 

後 

半 

入 

〇 

て 

み 

点 

差 

は 

縮 

8 

点 
連: 
取: 
し 

15 1 
1- 
11； 
と‘ 
差: 
を 
広 
げ •' 
前： 
半: 
を 



、 

4 

1 

2 

ゾ 

3 

回 

軟 


T 


が 




たが、石川のスタミナ切れのシュ 
1トミスに乗じ、宮城は速攻で着 
実に得点した。(中島) 


得〇 06131501800 
W 幡旧旧下一裕橋山村井田が 

15小亀真園中中古八田酒高中 


審 


•峨林； 


巧 




T 


板の恋タリ〔龍："出滋》教員 

〔戦評〕前半、おの葉クラブが速 
攻、ミドルを中、心にゲ^ —ムを 廣ぶ 
に進めるが、じ分滋賀もサイド、 
速なと反撃して同点とするが、祇 
の葉クラブ•武井のロングシュー 
卜がよく決まり、；3—。で終る。 
後半 5 分、滋賀も反撃し同点とな 


g 名橋が藤井野原地 g 形川村 

憎春高：^伊見！^尾石下 

得00612 


S 賀 


得〇 443830010 
下田藤波上田野山橋田 




?松位伊能井武大橋大林 

< < • /I 

K 


-至門3け璧巧智巧 ! 


審 


酉井' 
蘇田、 


イしクルス 

〔戦評〕前半、両チ I ム共早いテ 
ンポのパスヮークから一進一退を 
続けた。後半に入り、神奈川のシ 


5;^橋下.浦開井井口西山田 

Sa 石高山：^武薄滝小中川 
待 00301 U 1 34323 


3 

2 

の 

T 


リ 


— 11 — 




































各種記念品ご;1 二•こ 勝止力をソ S 識製造版 

3^23«記ミ巧式会社 

電話東京 (03) 973—0741(が東を都板橋区中丸町49~ 3 
_干173 — FAX . 東京 (03)973— 0674 _ _ 


るが、-ここでも桐の葉のぶ井が口 
ング、カットインで突き放ず。一 
方滋賀は5分から巧分まで1点し 
か加点できないままの展開。残り 
化みで武井にマンッーマンでつく 
が勝負はこの時点で決定的であつ 
た。(田中) 


ムをく，り返ず。 

結局延長戦となり、ミスが出だ 
した埼玉にがし、1点を確実に取 
っていった山口が延長戦で勝利を 
得た。(山本) 


わかくさク巧 


、2.1 


旧ず〇 17 3 4 11115 
。崎口中藤田柳辺藤中引 

W 茨苑ク 说大山田伊池青渡近山綿 


〔戦評〕前半、立ち上がりからわ 
かくさ クラブが小林、金丸らのシ 
ユ}卜でリードし、茨苑クラフの 
緑川らのシユ！卜も単発に決まる 
だけで、前半を わかくさ クラブが 
バ：314とリード。後半の相手ミス 
からの速攻などで着々と得点を重 
ね、必死に健闘ずる茨苑クラブに 
の— ;5で勝利を得た。(酒井) 


谭〇02113013030 

¥夕弘野岩理信が川田永井 

田 田 呆 

雨本福高黒福が化緑久富今 


審- 


田 V 


け骄木田 S 田丸田沼中 

か 々 ハな 

小 f 矢小上金 f 田 

得〇 0205085102 


山口県 

教員 团 A 


巧 


o!n- 


W 望驚ク 


(戰評〕山口は中がの速攻とサイ 
ド、巧のロングを主とした個人巧 

で、埼玉はセットでのチームプレ 
!でそれぞれ得点、シ！ソーゲー 


審 


技； 


山井が島崎田 

口 角 

茄岡抑吉片原中潔巧 
得0 010 1 U 4 




が 


T 


の. 


巧 


あかぎク巧 


で。 


，スフ □1 


4 

T 

P 

の 


1911兵 庫 
〔戦評〕前半 W かまで両チ—ム互 
角に戦ぅもあかぎクラブの堅実な 
ディフェンスからの速攻などじよ 
り前半を終了。後半 W 分まであか 
ぎぺースで展開されたが、中頃か 
らスワロー兵庫がリズムに乗り、 
残り4分同点に追いつくも1点差 
であかぎクラブが逃げ切った。 
(茨城) 


專〇〇2210221233 

5：?藤野西藤西脇内辺園井尾口 

!5近ぉぉェ大船竹岡西今堀寺 


8 


K 

G 


審 


奥田' 
'丸を. 


T 


引原口井石藤井化田田井山本 

か 谷 

け譲野搭越斉今長岡栗新寺松 

5ザ〇 02046020311 


沖絳 教員 巧〔げ。 M 間ッヵ 

〔戦評〕前半は沖縄は速攻も主体 
とし、埼玉はセット攻撃を主体と 
した 試合展開と なり、 5517 で沖 
縄が リードしてがり 返す。後半も 
着々とマイぺースで得点を重ねた 
沖縄が巧—2：で勝利を収めた。 
(浅井) 


吗〇 2134112 
。田村本川川西塚保 

稲谷寿井ま石久 




G 


P 

F 


審 


鶴 


泰靖島田嘉志城原里場江茂 
怖垣良 垣 舎良 
高黒松名新宮内新喜東离 
得0011 


が 


巧 


岐をが員の 


で 


=岩 


-静岡県 
"教異団 

〔戦評〕お互いにミスが目立ち口 
—スコアのゲーム展開になる。巧 
分過ぎ、少し動きの止まった静岡 
の攻撃ミス(パス)から速攻につ 
なぎ連続得点した岐阜が； 3 — 8の 


がザ〇 3316640 
gS ? 石川沢地野が橋 

W ^ 此大石細菊小小高 


K 

G 


* •獅酣、 


间刮田中倉權.野请木尾橋村島 


.义 藤原據 

«野田名加牧加鈴西高奥飯 

谭〇〇5212212914 


リードで前半を終了。後キ、速攻 
を中んに加点、静岡も菊地、小林 
を中、心に攻聲するが、岐阜 GK の 
好キ—ピングもあり大差で勝利を 
得る。(辻) 

京都教貝を W 若潮ナッッ 

〔戦評〕前半開始早々ょり総合力 
じ勝る京都が着実に加点、若潮ナ 
ッツは京都のディフユンスの髙さ 
に苦しみ、初得点が W 分を過ぎて 
から。結局、前半 215 で終了。 
後半に入り、若潮ナッツはステッ 
プシュート、速攻で反聲•するも W 
分まで。後は京都教員のスピード 
についていけず、結局记で終 
了。(秋永) 


得〇 230422100 
谷田記盛原田島岡が 

音 jj 

签増内八松柴前鶴大 


G 


F 


審 




の下見府間本山辺田村智井水 
謂佐久 

:!5山宇国佐楠杉池西西越酒清 
导〇06554321123 


4 


T 

P 


記 


3 

2 

リ 

T 

P 

9 

2 


巧宮城教員 


大阪 5 f で6一 

ィし クルス 3 朽 — 9 J 
(戦評〕立ち上がりからィーグル 
スはシユートカットからの速攻で 
得点を重ね、優位に立って試合を 
進める。宮城も逆速攻などで必死 
に食い下がろぅとするが、パスミ 
スもでてきてィーグルスの一方的 
な試合となった。(丸谷) 
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幽 Victor 

今旨のヒーローは 

背番号6。 


ヒー ローじなる選手は、どこか巧いている。 
新発売のコンパクトカラー「6 inch Magazinej 
も、フアツシヨナブルでスポーティで、感逸 
バツグンのパーソナルタイス巧いてるナ_。 



6型 コンゾ タクトカラーテレビ 

CX-60 

標準価格79,800円 WC 細が> 


辟〇 02012202240 
^測が藤井野原地饼形川が 

馆卷花$か一二簡菅菊龄尾石下 


5 

ぶ 


審 . 


^旧本野願西谷瀬松本本 

勝源成大ーニ厚小岩辻 

so 112347じ08 


お 


準々決勝 


頭の葉ク巧 f 引1 1) W わかくさク 

〔戦評〕わかくさは金丸、が田を 
山-ムに、おの葉は武井を生かした 
前ブロックをかけての攻めで互い 
に許さず一進一退の展開。前半残 

り6分、わかくさのミスから速攻 
を決め栃の葉が振け出し、。 —8 
で終了。後半に入って、栃の葉. 
滝口も決め出し、加点していく。 
わかくさの金丸がマンツーマンさ 
れたが、何の手だてもなく工夫が 
必要であった。(林) 


旱〇 3002073022 

W 野木田野林田丸田沼中 

：£ 々 を 

ホ小佐増矢小上金が菅田 


9 

ぶ 


K 


審 


田中'! T 
吉田」 P 


對下橋下 f 口西出山本旧 

&島山武薄滝小大中山川 

巧り05720911200 


リ 


の 


ぁかぎク Si 丽 U リ j ぶ 


吃- 


ム山口県 
ム教員団 A 

〔戦評〕前半、あかぎクラブはポ 
ストプレ—で得点を重ねたのにが 
し、山口県教員面 A はミドルシュ 
—卜、サィド シュ！ 卜で対抗し、 
じ IW とあかぎリードで終了。後 
半に入り、両チーム共にミスが続 
出し、互いじ得点を重ねたが、僅 
かな差であかぎクラブが逃げ切つ 

た。磊水) 


导〇00048522100 
村が兼山井村島崎田 
n 角 
；5嘉岡河吉片原中飯山和 


G 


審 . 


娜 




^ 口井石藤井川田田¬ 

け 譲野鐘斉今長岡栗- . 

得002146052301 


井山沢 
金 

霸寺小 


沖縄教員お 


巧 


2歧阜教員 


〔戦評〕双方共スピードある攻整 • 
で始まったが、 W か過ぎから沖縄 
は足を使った多彩な攻撃により前 


得〇 〇 〇 1 

;;;;;;田中倉隆野元木尾橋が島 

這 藤原秦 

«野田名加牧加鈴西高奥飯 


審 


航略： 


S 泰靖島田嘉志城原里場江茂 

W 垣を 垣 舎良 

新高黒松名新宮内新喜東高 

得 0- 


半 W — 7で巧り返す。後半、単調 
な攻めの岐阜じがして、沖縄の走 
力は衰えず速攻で加点、大差で終 
了した。(茨木) 


9 — り 
8 I 5. 


W 京都教員 




3 


の 




大 阪マ 

イ-グルス1 

(戦評)両チ1ム共ゲーム開始ょ 
り気迫あふれるプレ！を展開、京 
都は楠本、西がを中、心にカットイ 
ン、サイドからのスカイプレー、 
.大阪は辻本のスカイプレー、スピ 
I ドある動きからのポストと一進 
一退の状態で UI 9 と2点差で巧 
都がリ ー ドで後半に。 

後半立ち上がり2本の速攻で追 
いついた大阪は、常に1点先取の 
展開で残り W 秒、巧秒と辻本の得 
点により勝利を得る。巧一二のシュ 
1卜にがして巧キーピングを見せ 
た京都 GK の活躍もゲームを盛り 
上げた。(辻) 


〔戦評〕静かな攻防のすべり出し、 
互いじ譲らず得点し合ぅ。 W か過 
ぎ栃の葉が小西の速攻で逆転する 
が、あかぎも牠りを見せ前半終了 
間際岡田がステップシユ J 卜を決 
め、1点差で巧り返す。 

後半に入り、栃の葉が3連続得 
点で主導権を握る。その後、一進 
一退の展開であったが、あかぎは 
流れを最後まで変えることができ 
ず決勝進出はならなかった。(林) 
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© "まごころのおつきあい"が齡たちのをッ[ -- です。 



あなたの銀巧 



銀な 




本店 

石川県金が市下堤巧 

店舗 

石川•富山•福井 
東を-大阪-名古屋 
京都.130か化 


つなげて加点し、じ—7で前半を 
終る。 

後半、沖縄はセットでも得点を 
加えていく。一方のィーグルスは 
脚力を生かし追いすがるが、前半 
の点差がつめられず涙を飲む。 

沖縄の東江、高良の活躍が目立 
つた。呑) 


3位決定戦 


大 

イ-グルス 


阪の(巧1 


のあかぎク 


■ TC 1 
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£譲野越斉今長岡栗新寺小松 
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''則 00310205290 
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決勝 


ステッフシュ I 卜、カットインフ 
レーをからませ得点した沖縄が扣 
Is で勝利を得た。(辻) 


沖縄教員？！ 〔 wf り)？3板の葉ク 

〔戦評〕沖縄は、栃の葉クラブの 
武井、滝口の高さあるロングプレ 
1を足を使った高い地点でのディ 
フ卫ンスで得点を最少限に食い止 
める。 

一方、攻撃では走りとばかりボ 
1ルを持てば速.攻、また速攻と動 
き、走りまわり、喜舎場、東江の 


專〇 06643062002 
«下橋下開井并口西山本田 
麟 岸 
g 岩高山新武薄滝小中山川 
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〔戦評〕立ち上がり両チーム共ス 

口 —ぺースで相手の出方を見るが、 
中頃から大阪ィ I グルスがリズム 
にのり、前半巧1のと5点をリー 
ドして巧り返す。 

後半に入り、あかぎクラブは堅 
実なディフ卫ンスから速攻により 
加点、残りの分で同点に追いつく。 
その後一進一退の好ゲームの結果 
同点で終了。 PTC の結果、 3 — 
1で大阪イーグルスが勝利を握つ 

た。桑木) 


女子 


1回戦 


群馬教員^::: 


8——4 
912、 


大 眼 
リコスモス 

〔戦評〕前半立ち上がり両チーム 
共堅さが目立ち、相手ミスから得 
点につなぐだけの決め手しかなか 
つた。残りの分まで群馬から 3 — 
2。その後群馬が徐々にぺ I スを 


つかみ、 8— 4で前半を終了。後 
半、コスモスは相変らず自らのミ 
スが目立ち、不正交替や退場が続 
きなかなか1点がとれない。群馬 
は鈴木のロングを中んに加点、結 
局^^—6で勝利を飾った。(井上) 
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局、寝屋川が前半のリードをず h 
切った。(木が) 
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が田崎永井本原田が岡 
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田井井賀園本地能山 
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滋賀教員2? 


f 815一 7 栃の雲子 
矿—じ J !教職員 
(栃木) 

(戦評〕実力に勝る滋賀は、前半 
から速攻で得点を得ねた。栃の葉 
は安藤のポストシュ I 卜などで互 
角に勝負したが、開始早々の得点 
差が縮まらない。 

後半に入り、栃の葉は大森の口 
ングシュート、ステッフシュ^~卜 
で1点差まで追いついたが、.及ば 
なかった。(島田) 


瘦屋川ク 6 fool 

(產1早 

〔戟評〕前半立ち上がり堅さが目 
立ち、両チ J ム共決め手を欠く。 

山口が速攻などで徐々にぺースを 
つかむ。寝屋川も徐々に追いつき、 
名賀の速攻で逆転、前半 8— 7と 
寝屋川リード。後半、寝屋川は小 
森園の速攻、山口はセットプレス 
からの柳井のシュートとお互いに 
持ち味を生かした展開となる。結 
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^野口森山宇藤木畑 

诚慶関大秋平安鈴五 
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愛知教員の 
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；=群馬教員 


〔戦評〕前半、ぺースのっかみ合 
いで始まったが、巧分過ぎた頃か 
ら愛知、大久保の速攻の連取で波 
に乗る。一方群馬は、愛知の好デ 
ィフェンスにはばまれ — & で前 
半終了。後半、群馬も武田を中、む 
に反撃にかかるが、前半に引き続 
きぺースを つかんだ愛知が GKlll 
宅の好キーピングからの速攻で点 
を重ねた。(井上) 

巧ザ〇 01204220 - H 

g 原坂真田山智瀬川田 

^大石鈴武横鈴荒大井 
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S - K 山加±野稲野大小 

得〇 


〔戦評〕前.後半通じてチュイサ 
t は早いボールつなぎからサイド 
シュートで得点を重ねたのにがし 
神奈川はチェイサーのパスミス、 
ライン クロスなどのミスを着実に 
速攻に結びつけ勝利をものにした。 

(清水) 

千葉クリ1^寝屋^ク 

〔戦評〕前半立ち上がり、寝屋 
W ，小森園のステップ、名賀のサ 
イド、干葉•山野のサイドと両チ 
—ム それぞれの持ち味を生かした 
展開となる。中盤に入り寝屋川に 
ミスが目立ち始める。そのスキを 
ついて千葉は天野の速攻などで 
次々と加点。 

後半、千葉•羽生のロングなど 
でぺ I スをつかみ、一方寝屋川は 
小森園のステップで巻き返しを図 
るが、地力に勝る千葉がパで 
試合をものにした。(木村) 
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が大石天海山桑松杉羽 


京都教員お-の W お賀教員 

〔戦評〕国体に向け練習量の豊富 
な京都は、立ち上がりから多彩な 


攻撃を仕掛け、必化に健闘する滋 
賀に次から次へとシュートを浴び 
せて圧倒し、大差をつけて京都が 
勝ち上がった。(酒井) 
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愛知教。興 M 〔刪：：；リ神奈川教頁： 

〔戦評〕愛知が GK 三宅の好ず、 
そして守って走って得点するパタ 
1ンで着実に加点していく。神奈 
川も後半に入って頑張りを見せる 
が、攻撃に少し工夫が欲しかった。 
愛知の両サイド尾崎、大久保の活 
躍が目立った。(林) 
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〔戦評〕前半から足を使って攻撃 
にリズムを持ち、速攻で得点を重 
ねる京都にがし、干葉も反撃する 
が京都の帰陣も早く、セットの攻 
撃を強いられ、 216 で前半を終 
る。後半7分間は、干葉も足を使 
い互角の試合となるが、走りの中 
でのサイドシユート、カットイン、 
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3位決定戦 


千葉ク 


W 神奈川寶 


な— 2 J 

(戦評〕前半、み勝戦らしく足を 
使った攻防が見られ、愛知の先行 
で試合が流れるが、 S 分過ぎに京 
都が同点となってからのな防は目 
を見張る動きが出て来る。攻撃面 
では池上の速攻と大教らの動きが 
目立ち、守っては藤田と畑添のプ 
レ1が光り、2 — 4で終る。-後半 
になっても京都の攻撃はスピード 
に乗って展開し、見事初優勝を飾 
った。(田中) 
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〔戦評〕前半、干葉クの先行で大 
森、松川のロングシユートが決ま 
るが、その後攻撃が単調となり、 
u 分には神奈 W の反撃で同点とな 
る。後半になって、千葉クのディ 
フェンスのつめも早く、神奈川の 
攻撃が思うように展開できず、千 
葉のローリングが随所に得点、 J ：； 
!:3で終る。(田中) 
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第 7 回全国クラブ選手権大会 


大同ク 、あゆみ クが 、ともに 3年ぶり3度目の優勝 


第7回全国クラブ選手権大会は 
8巧巧日から！^日まで秋田県漏沢 
巧と巧後町にて、男の、女子に 
チ I ムが参加して開催された。 
予選リ I グ、巧勝卜—ナメント 


を経て、男子は大同クラブ(を 
知)が3年ぶり3回目、女子はあ 
ゆみクラブ (II 一重)が再延長の激 
戟の末 FCC を降し、これまた3 
年ぶり3度目の優勝に輝いた。 


男子 


予選リ I ク 


曰 


ク 


徳山ク 

(山旦 


小松ク 巧— 7 蒲生ク 
(石 W ) (溢賀) 
小松ク 山形ク 
(山形) 

山形ク J 5 I 巧 蒲生ク 
(順位〕①小松ク⑤山形ク③蒲生 
ク 

OH 組 

野辺地ク 巧 県和商ク 
(青森) (和歌山) 


徳山ク 挑清商ク野辺地ク W — 巧 


6会 


0 A 組 

境港ク 巧 — ；2 ボ丢 フエロ-ズ 

(鳥 取) (大竖 

〔順位〕①境港ク ②ボ丢 M 7 ズ 
0 B 組 

大同ク の—の 花卷ク 

(愛知) (掌) 

(順位〕①大同ク②花卷ク 
OC 組 

氷見ク ？3 — 巧 白亜ク 

喜山) 暑手) 

氷見ク ^ — ^ 桜門ク 

( ■冥一 

楼門ク ^ — ^ 白亜ク雲球駿会 WIW マツダク 
〔順を一①か見ク②梭門ク③白亜 (東京) 

夕 学芸が駿会 お—巧 生駒ク 
0; 口組 〔順搜①学芸球駿会②マツダク 
日 W ク 节巧 清商ク 靈駒ク 
(山梨) 壽岡) 0 G 組 


〔順芭①日川ク③徳山ク③清商 
ク 

0 E 組 

湯沢ク の IW 曰皇ニオンズ 
(秋田) (神奈川) 
高知ク S — 別 湯沢ク 
(高知) 

喜ユニオンズ 化 IU 高知ク 
〔順疫①爲沢ク⑤日吉ユニオン 
ズ③高知ク 
OF 組 

マツダク W — 巧 生駒ク 
(秋田) (奈良) 


(埼玉) 

県和商ク ^; —巧 46 G 会 
〔順位〕①野辺地ク②県が商ク③ 
4 6 G 会 
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野辺地ク蘇！^221, 

〔戦評〕前半5かまでは野辺地の 
お野らのロングシユートなどが決 
まりリード。 W 分あたりから戰辺 
地のシュートミスが多くなり、マ 
ツグが確実に得点し逆転したが、 
残り5みから野辺地の速攻が決ま 
り再度逆転。後半も酥辺地の速攻 
が巧えリードを広げた。(藤本) 


〔戦評〕前半、境港•旧ル玉のミド 
ル、フェイントからのカットイン 
プレー、速攻で加点、花巻•及川 
のポスト、小田中のミドルで得点、 
;5|9で終了。 

後半も境港のリズムでゲ I ムが 
展開されたが、の分過ぎ花巻•中 
鳩、鎌田のミドルで点差を縮めた 
が、前半の点差がゲームを決めた。 

(を藤) 
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〔戦評〕前半、山形は GK の好ず 
と 全員がよく走り健闊したが、地 
力に勝る湯沢が、前•後半通して 
好プレーの連続で圧勝した。(小 
友) 
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ご審•注 r 


藤み‘ 


g 田段露 P J 


湯 


々 


嗦 


山 


生口佐离菅近佐渡半斎佐石 
得〇 24102332 U 3 

f 巧 


3 

T 

P 

の 


日川ク W f 加 


22桜門ク ^ 


1210 

〔戦評〕前半巧分まで一進！退が 
続いたが、.その後日川が速攻なび 
サィド攻撃などで連続得点し、 
徐々に差が開いた。後半、日川. 
菊島の退場を契機に追孽すべきと 
ころ、逆に連続失点し、差はつま 
らなかった。(大が原) 


得〇 〇12 

リ崎沢野沢本森野福岡沢本本 
娘山尾を宮橫杉高安金江藤福 

ご < • ( J — -■■■ I 、 

K P f 塞•小友一 
G 已審谷藤 j 
‘, ■ 、 >[ , 
巧藤口屋茂建裕瀬川澤 
則島辻 藤藤島 
け菊武関古佐を菊広蓮中 
得 003 J 


8 

が 

T 

P 

8 

2 
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ジレがいみ 


-m Raxi 謂 


brother 




■ ZZ 3- B 777 現を価樹74,0邮円 フラヴ-エ»巧巧言な 


か見ク W (IU 

〔戰評〕氷見の速攻が前•後半が 
がえ、得点を重ねた。徳山は攻め 
が単発になり、氷見 GK 水なの前 
にシュ J 卜を決め ること がで きな 
かった。(佐東) 


U 徳山ク 小松クけ 


祖川〇 10340320 

3が安英本秀保雄田部 

卽 、石沢沢石 

が木木明宮安安明內檀 


G 


審 


五島' 
石井. 




戸原田坪原山石崎山崎 


.瀬中矢小金西大山中指 

得〇 07124633422 


県和商ク巧而 Is ) リ学芸球駿会 

〔截評〕県和商クが立ち上がり8 

— 2 とリ ー ドしたが、前半の半ば 
過ぎから学芸球駿会が反撃、前半 
は2 点リ！ ドで 巧り 返した。後半 
は神チームホ得点を重ねるが、点 
差が縮まらず、県和商クが逃げ切 
つた。(田川) 


得〇 


^ぉ'井屋藤原田山居倉野 

古利大池沖荒出花 


*•1明 


g 宮がを本下広下屋 

獅石石 

明今中大福松大山泉 

得〇 9025330 




T 


ぶ 


巧 


)1 4日 

口」1ュ- 


3 

T 

P 

リ 

4 
3 


吉 

WI 9」 1ユニオンズ 
〔戦評〕前キ、両チ—.ム共プレー 
に堅さが見られ、ミスが目立った。 
小松クは巧が過ぎから足を使った 
攻めにおじ、黒田、藤井両サウス 
ポ I を中、心じシュートを決め点差 
を広げた。後半に入っても、一進 
一退の攻防が続き、 K 分には日吉 
ユニオンズも反撃し、 3 点差まで 
追い上げたのが精一杯で、走力に 
勝る小松クが逃げ切った。(石川) 


得〇 〇 2 21 
原木皆が川井全塚磯 

け上青草津江今木石小 

fjn /1 

K 
G 

% > -■/ 、■ I 


泉 


審- 


g I ; 


4 


の 


T 


の 


9 


の水本田野ま田田井山本 

娘 橘二一角 

レ清松福与日黒吉藤止山 

項003022006150 


大同ク巧 ( luwj りだけパ 

〔戦評〕大同クはよく声で連絡を 
とりながら、組織的なプレ J が見 


パ田下田が井内藤村が岡 

が鴨木池西藤井伊ま木杉 


審 


B 浦： 


；；?* 野慎中藤井原谷原畴幡木 

じ柳小柳藤加中松更大清桑鈴 

得〇 06125225101 


4 




T 


5 

2 


られた。特にディフェンスがよく 
ボンチフェローズのシユートが力 
ットされ大同の速攻を許した。後 
半にボンチが追い上げたが、ミス 
が多くなり大同が走り勝った。 

(不嬰 


<回戦 


巧サ〇 2450210011 
が山が野目藤川谷谷塚川石 

£松木お清斉鳩角荒小黒立 


P 

F 


を.諸) 


^川本村月木中玉賀井車沢志 

说足桑西望荒旧旧ル古松六小仁 
WO 01304740122 


6 


T 


リ 


別 


日川ク W 引； 


W 湯沢ク 


〔戦評〕前半、湯沢はセット攻撃 
から得点するが、日川は速攻から 
パスをつないで確実に得点し、点 
基を広げた。後半、疲れの出た湯 


沢にがし、 B 川•広瀬、逢川の速 
攻、菊島、中沢のロングシュート 
で一方的に押し切った。(池田) 


得〇 

P 田义橋野木部田藤一山山 

I 口：.…’藤. 


G 


化高菅佐渡半斉佐石高 
’ ^を . S 麵一 


境港ク^ ( lu ^) ：^野ぶ地ク 

〔戦評〕早いボール回しからの速 
攻とサィド、 ポストプレーを 駆使 
した境港 クラブの ぺースで進めら 
れ、野辺地の スピ I ド ある 攻撃も 
積極的ディフユンスで阻止された。 
後半に入っても境港優位は動かず 
点差は開いた。しかし、野辺地の 
善戦が光ったゲ—ムであった。 

(石川) 


叫功藤口屋建茂裕瀬川沢 
S 島辻 藤藤島 

武関古佐佐菊広產中 
得 10304205447 


4 

リ 

T 

P 

が 


氷見ク巧 ( wu ^) w 県が商ク 

〔戟評〕両チ I ム共ポストを使つ 
た攻め合いとなり得点を重ねるが 
ディ フェンスと 走力の ある 氷見ク 
ラブが得点を重ねた。後半に入つ 
てからも、戻りの遅い県和商クを 
ハーフ速攻からのサイドシュート、 
ポストシュートで得点し快勝した。 

(不叟 


母〇 20303303 
£ 宮村斐哲本下広下屋 
石石 

魄今中甲大福が大山泉 


G 


審 


佐東' 


^谷戸原田坪原山石崎山崎 

£水瀬中矢小金西大山中指 
得〇 00413512552 


4 

尚 

T 

P 

リ 

8 

2 


大同ク巧〔巧凹巧ぉク 

〔戦評〕巧か過ぎまで一進一退の 
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くつろぎ曜日は、手づくりを 


■ JUICI . 


ファンシーコースター ^TV •化巧 ケ-プ•エプロンを^ •テレフォンカバ—■ラケットカバ—纖ド•クッション I 


楽しみます。 


潑 . 


、ぶ■バ 


値^ 


ライフステージをおしやれじ彩るマ■タグか物たちを、ミシンでつくってみませんか？ 


1DSD0 


コンビユーターミシン貼レ7700型- 

ままま機工業株ホ会な干182まち都調ホ市国領町 8-2-1 芭 03(480)1111 


白熱したゲーム展開で進み、ミド 
ル、速攻などで大同クが4点リー 
ドして前半を終った。後半に入っ 
ても、前半に引き続き小松の±山 
がマーク され 得点できず苦戦した。 

一方大同クは、力のプレーで圧勝 
したが、ラフプレーが目についた 
ゲームだった。(不明) 


巧ず〇 00001104270 

の水本田野吉田田井山本 

^ 橘一一一角 

M 清松福み日黒吉藤主山 


K 

G 


審 


齡 I : 


則清野実中藤井原谷崎幡木原 

け柳小柳藤加中松更清桑鈴大 

辱000706023007 


9 

尚 

T 

P 

5 

2 


準決勝 


境港クの 


、8| じ' 

- WI 9、 


リ日川ク 


〔戦評〕昨年の優勝チーム•境港 
と2回戦まで大差で勝ち進み勢い 
じのる日 W とのが戦であったが、 


口可〇 040310508 

藤口屋茂建裕瀬澤 

巧辻 藤藤島 

武関古佐佐菊広中 


K 

G 


P 

F 


審 


功一 


^川本村月木中玉賀井車沢志 

足桑西望荒田児古松六小仁 

苛，日0111 U 341010 






T 


が 


の 


前半は、先制した日川がぺースを 
握り、中澤、菊島らのロングなど 
で4点リードのまま巧り返した。 

後半、境港は残り W 分で逆転し 
た。その後、スカィプレーなど多 
彩な攻めで境港が1点差で逃げ切 
つた。(佐雙 

〜化か見ク 


大同ク W 


贾) 

〔戰評〕開始後4点連取で大同が 
先行しベ；スを握った。氷見は、 
速攻などでが抗するものの点差を 
つめられず、前半5点差で祈りお 
した。 

後半に入り、か見は速攻、金原 
のカットインな どで点をかせぎ、 
1点差まで詰め寄ったが、地力に 
勝る大同クが逆転を許さず、3点 
差で逃げ切った。(佐藤) 


导〇〇1330400115 

^谷戸原田坪原山石崎山崎 

け水瀬中矢小金西大小中指 


K 

G 


審 


献河嶋： 


則清野儀中藤井原原を崎幡木 

り柳小槪藤加中が大更清桑鈴 

得〇 01215090300 


決勝 


などで先行し、境港がそれを追い 
かけるかたちになった。 

後半に入り、境港はフォーメー 
シヨン•プレーで確実に得点し、 

1点差まで詰め寄ったものの、常 
に落ち着いた試合運びでチャンス 
をものにしていつた大同クラブが 
結局4点差で境港クラブを降し、 

3 年ぶり 3 度目の優勝を果たした。 

(佐藤) 


が IPO 00207600030 
^川本が月木中玉賀井車沢志 

瞒足桑西望荒田旧ル古松六小仁 


K 

G 


審 




野慎中藤井原原谷崎幡木 

け柳小柳藤加中松大更清桑鈴 
得〇 04408041100 
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の 

T 

P 


班 




を 

予 

巧百 

趙 

ソ 

I 

グ 


クーク 

L 0 1已 

1 1 

8 8 

武野 
是辺 
驚 地 

クク 


8 


T 


が 




大同ク？^ (り■: Si 52境港ク 

〔戰評〕昨年と同じカードの決勝 
は、大同が中井のロングシュート 


〇ィ組 

F C C 巧—8 全和洋 
(福搜 i ) 
全和洋 814 ポストク 
(静岡) 

FCC ^16 ポストク 
〔順芭① FCC ②全和洋 ③ポス 
ドク 

0 口組 

レキオク — W 武蔵野ク 
(沖縄) (東裹 
レキオク ^18 御成ク 
(茨城) 

武載野ク 918 御成ク 
〔順位〕①レキオク②武蔵野ク③ 
御成ク 
0ハ組 

風見鶏ク ^19 野辺地ク 

(丘ハ庫) (青森) 


〔順按①日川ク③風見鶏ク③野 
辺地ク 
0二組 

あゆみク 全福井 
(二一重) (福井) 
大農 OG uln 全福井 
(秋旧) 

あゆみク の— ;::! 大農 OG 
〔順爸①あゆみク②大農 OG ③ 
全福井 


.回戦 


U 武蔵野ク 


F C S 〔門則 

〔戦評〕 FCC は全員が走り、武 
蔵野をスピードで圧倒した。蒋に 
右サイドからの攻撃、ポストから 
の攻撃と多彩な攻めを見せた。武 
蔵野も善戦したが、 FCC のスピ 
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，ドについていけなかった。 


禾明) 


巧 000330007 
£保野木居木本川城 
織 が々 

久星冬荒佐秋市岩 


P 


審 


•綿馳： 


U 野ぶ波田田川中木口本酥 

け上沢川松穀妹田尾田橋下 

巧す〇 0243523003 


3 

側 

T 

P 

尚 

2 

2 


日川クの〔 


乃 


じ大農 OG 


〔戦評〕大農 OG に攻め手が少な 
く、速攻もパス ミスと なり、逆に 
日川クの得点となる。その後、日 
川クにロング、カットインを許し 
大きく差が開いた。後半に入ると 
日川に雑なプレ I が目立ち、互角 
の戦いとなる。(不明) 


得 00043230 

P 山木田藤田木浦藤 

: ! Sk 佐十遠高鈴一一一佐 


G 


審 




〇原本井沢本木藤屋 

化日梅金矢坂梅佐主 

化ず〇 5447340 


2 

尚 

T 

P 

リ 


レキオク S 


52全和洋 


〔戦評〕前半巧かまで一進一退の 

攻防で白熱したゲーム展開であつ 
たが、走力に勝るレキオクラブが 


917 のリードで前半終了。後半 
も巧か過ぎまで接戦で白熱したゲ 
1ムであったが、レキォクが逃げ 
切った。(不明) 


項 0440003122 
が谷村木藤原口田木岡松 
娜賀 

嫂加中鈴伊藤山安鈴掘小 


K 

G 


審 


副笠臟、 


が名辺原良堅本城が里川聞山 
斗是 志栄 久 
接雲平具山真澤下石内喜 
得 0003 


6 

T 

P 

ぶ 

8 


あゆみク別 


fv ィ 


一。— 

〔戦評)あゆみクラブが終始主導 
権を握る。あゆみクのスピ I ドが 
風見鶏を上回り、ディフェンス、 
オフェンス ともに あゆみクラブが 
一枚上手であった。(不明) 


旦ザ〇 00110112310 

前山谷本流上田井倉田坂尾 


臟ホ：畑水 

>—^ホ 


中坂上尾吳筒小和奥中 


審 




:?部村^4^4勢田沢崎里内野 

U 矢木辻一二が石寺宮墓驚 

巧寸002232302已日 


〇 

T 

P 

リ 


準決勝 


C C 二 


じ —21 1 


Y ( 


り曰川ク 


〔戦評〕前半立ち上がりから FC 
C は GK の好守からの速攻、サイ 
ドとよく走り、。 — 2 と大きく差 
を広げた。後半に入っても FCC 
の走りは衰えず、日川も大きな点 
差にもかかわらず最後まで試合を 
捨てずに頑張ったが、前半の差が 
大きく、とどかなかった。(不明) 


得〇 3205100 
W 原本井沢本木藤屋 

巧日梅金矢坂梅佐± 


K 


審 


高山' 
藤原' 


W 風見藉ク ^辺波田田川中木口本野 


が上沢川松薇妹田尾西橋下 

AU 1 ^ _b 1-ro 1111 


あゆみク S 


{-V -9 ン 


^3 — 


53 レキォク 


〔戦評一両チ）ム共スピード感ぁ 
ふれる攻防をくり広げ、試合は延 
長戦にもつれこんだ。 

延長に入り、あゆみクラブが 5 


辱〇 02213050002 
り名辺原良堅本城城村里川山 
キ是 志 栄 久 
，伊砂嵩平具山金真澤下石喜 


6 




G 


ご4観二 


:?村$勢田沢崎里内野 

ゆ 

茲木辻一二伊石寺宮ム漆驚 

得 〇0440111022 


间 

2 

2 


点を連取し逃げ切った。(不明) 


ホ勝 


^6 — 4 \ 


あゆみク^ 


1 

1 

ぶ 

T 

P 

6 

2 


^Fcc 


〔戦評〕前半、 Fee が巧スター 
卜を切り、主導権を握ったものの 
あゆみクラブが相手のミスを確実 
に点に結びつけ逆転じ成功した。 
後半に入り、あゆみクラブのセッ 
卜攻撃にがし、 Fee の速攻で一 
進一退の攻防になり、延長戲にも 

つれこんだ。 

第1延長は、流れがあゆみクラ 
ブに向いたと思われたが、終了間 
際にドじじの屋木のサィドシュー 
卜が決まり、再延長となった。第 
2 延長ではあゆみクラブが 4 点連 
取し、 Fee の反撃をかわして 3 
度目の優勝に輝いた。(佐藤) 


巨ザ〇 0130612020 
野辺波田田川中木口本野 

ぴ上沢川松戴妹田尾田橋下 


5 




G 


審 


T 


高山‘ 

藤原」 P 


W 部村本木勢田沢崎里内酥 

JSiK 木辻一二伊石寺宮今池镑 
項〇 0213214022 
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中村荷役運輸株式を社 

代表取締役社長中が昭光 
本社干108東京都’難区芝浦2 — 3 -39 
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第 M 回全国高専選手権大食 


桐蔭学園が二連覇を飾る 


第 W 回全国富専選手権大会は、 
S 巧4、5日の2日間、宮城県仙 
台巿で全国からり校が参加して開 
懼された。 

巧勝は桐蔭学園と八代高専の顔 
をせとなったが、桐蔭が前半から 
大差をつけ、昨年につづく4度目 
の便勝を飾った。 


’回戰 


宇部高専3 fu —6 一 4お津高専 

(山口) 2 1218 」 1 (静岡) 

〔戦評)前半から宇部の堅いディ 
フェンスが目立ち、 GK 広瀬から 
の的確なパスで、平、佐々木、広 
襯らが速攻で得点を重わた。沼津 
を田中、天野のカットインシュー 
卜で食い下がったが、シュートの 
なさと相手デイフェンスの堅さか 
ら韓点を封じられた。また、デイ 


項004131121000 

£本崎谷下中山山野藤木山合 

:細±長能山田内内天斉鈴お落 


G 


U 原瀬木屋瀬野野村中崎井 

げ梳広佐菊広立河河が河高 

马白〇4457200010 


フェンスの甘さから宇部のポスト 
プレー、サィドシュートで得点差 
を広げられた。(伊藤) 


和歌山高専4 f 巧—り15宮城富專 
(和歌山 r 12147喜婪 
〔戦評〕立ち上がりから両チーム 
共にカットイン、速攻、サイドシ 
ユ ー トと 点の取り合いとなり、和 
歌山が2点リードのまま W 分まで 
来たが、終了間際、ペナルティー、 
速攻で4点差として前半を終了し 
た0 

宮城は善戦したが、後半は和歌 
山が多彩な攻撃で一方的に宮城デ 
イフユンスを攻めて圧勝した。シ 
ユートカ、ディフエンスカの差が 
出た試合といってもよいだろぅ。 
(守屋) 
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〔餓評〕前半、両チームともに速 
攻時のパスミス、シュートの時の 
ラインクロスが目立った。中盤ま 
で明石髙専のディフェンスの甘さ 
をついて長岡高専が814とリー 
ドをする0 

一方明石高専も、柿原の速攻や 
ポストプレ1で钻りのプレーを見 
古た。後半巧分、明石は1点差に 
詰め寄ったが、長岡は重野を中ん 
として着々と加点し振り切った。 

(今骄) 
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試をとな.つた。 GK からの逆速攻 
で4点差まで宇部がリードしたが、 
残り W 分、桐蔭•市川のカットィ 
ンと速攻で1点差に追いついた。 

後半開始 W 秒、桐蔭が同点に追 
いつくと、な後一進一退の接戦と 
なつた。班分に宇部が逆速攻で同 
点とし、結局延長戦に入る。延長 
前半、宇部がパスミスを速攻に結 
びつけて2点をあげ、宇部有利か 
と思われたが、延長後半、桐蔭は 
福尾のサイドシュートで逆転に成 
功した。(伊藤) 
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〔戦評〕前半、両チームスピ I デ 
イな攻防と堅いデイフ卫ンスで好 


行丄 

〔戦評〕前半、和歌山はキャブテ 
ン松崎のカットィン、ロングで豊 
田ディフェンスをゆさぶり、マ— 
クが集まると巧みなパスワ I クで 
ゲームを展開し、得点を重ねた。 
一方豊田は、ノーマークでのシユ 
1トミスが目立ち、追いつくこと 
が出来なかった。 

後半になり、豊田がパスカット 
からの速攻で詰め寄るが、和歌山 
の GK 小田の好ずにはばまれ、パ 
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成功。そのまま振り切った。 

後半は、八代の丸塚の好プレー 
が目立った。(佐藤久) I , 

決勝 - 


護学園〔柳 yj 八£専 

〔戟評〕開始早々、桐蔭が市川の 
パスカット速攻で2点連取、八代 
は単調なパスまわしを読まれて苦 
しい スタートとなつ た。脚力があ 
りスピ I ドにまさる桐蔭はズラシ 
からのサイドシユート、ブロック 
をからませてのロング、フェイン 
トカットインで着実に加点した。 

八代は田中のカットインから裏ポ 
ストへのパスプレ I で活路を開こ 
ぅとす るが、得点差は縮まらない。 
結局、前半を； 217 と桐蔭が 9 点 

をソ I ド0 

後半、両チーム1点ずつ加点し 
たあと、八代は 4 点を連取、 5 点 
差まで追撃したが、要所でミスが 
出てしまい苦しい展開となつた。 

桐蔭 GK 佐藤(栄)の攻ホも光 
り、桐蔭が逃げ切った。(佐々木) 


K クで勝る和歌山が勝利をぉ 
さめた。(不明) 
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〔戦評〕前半、八代の田中、園田 
の ミ ドルシュ ー ト、ブロックから 
のシュートが巧を奏した。これに 
巧し、秋田は単調な攻めとディフ 
卫ンスの甘さが見られたが、一二浦 
のシュ I 卜がひと際目立った。 

後半、一進一退の攻防をくり返 
したが、ディフェンスに勝る八代 
に軍配が上がった。(菅井) 
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(戦評】両チームともにスピード 


の あるプレーを 展開したが、特に 
長岡は セット 攻撃からま野の ミ ド 
ル、寞嶋のカットィンなどで着実 
に得点に結びつけた。富山はィン 
ターセプトを きっかけに橋森の速 
攻などでょく粘ったが、化み£5降 
長岡は富山の パスミス やオ ー バ ー 
ステップの 反則をついて 7 連続得 
点をあげた。 

後半も、長岡が中盤で6連続搏 
点す るな ど大差で勝利を ものにし 
た。(佐藤久) 
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〔戦評〕前半、長岡•真嶋の速攻、 
加茂のサィドシュートで2点先取。 
八化は、主将田中からのパスを重 
旧とのコンビフレーでポスト攻撃 
を中んに 4 点連歌し逆転。中盤長 
岡は、八代のワンパターンの攻撃 
をついて 5 点連取し、前半 U —8 
で巧り返した。 

後半巧分まで長岡の3点リ I ド 
で進行したが、八代は長岡のフ 
口^—夕 J を完全マ I ク、動きを封 
じたスキ.に4点を連取して逆転じ 


〔戦評〕前半8かまで1点を争ぅ 
好ゲ ー ムと なったが、和歌山の退 
場者が相つぎ、速攻、サィドシュ 
1卜などで2点差がついた。 

後半に入り、和歌山は松崎を中 
ムじ展開、2点差としたが、桐蔭 
は速攻、横ブロック、手渡しパス 
からのシュ I 卜、サイドシュ^ —卜 

などで着実じ得点を重ねた。 
スピ！ド、パスワークの 面で桐 
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室内コート専用のマルチフアンクシヨンソール。_ 

前後左右、あらゆる方向へのトラクシヨン性にすぐれたヘリンボーン意匠を 
ベースじ、か力义じは着地時の衝おを吸収、分散するコンケーブ意歷を配置。 
また、ソール前半にはパワーロスを防ぐサイドモーンヨンサポートリブ、回転 
運動の轴となるピボットリングをはじめ、屈曲性を高めるフレキシブルゾーン 
などをレイアウト。多様なプレーじ対応するソールパターンが生まれました。 


<ランパード〉ハンドボールシユーズ 

《クインクシヨット》¥12,000 

* 甲/牛ま•補強ネオ/人工巧ま•底/ラバー ハーフ シェルソール 
•カラー/ 16 KH -1527 ホワイト•レッドにメタリックネイビーライン 
/16 KH -1662 ホワイトじレッドライン 
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1928. 1.10 日本協会常務理事 

1942.1. 1 日本倚：育大学 

1948. 2.28 ジ ヤスコ 

1942. 7.11 水海道第二高校 


選手 

巧 名 

G.K 1 

梅津直美 

12 

S 浦葉子 

16 

小松崎浩子 

F.P 2 

大林恵モ 

3 

太田弥生 

4 

武津優子 

5 

小池美由紀 

6 

市来未央 

7 

松田史佳 

8 

真本兰奈子 

9 

稲田知鶴 

10 

白鳥貴子 

11 

山之内理代 

13 

森田初美 

14 

小林江利子 

15 

川井理恵 


生年月日 身長 

1967. 3,1 169 

1968. し13 174 

1969. 9.22 180 
1967.1. 1 158 

1967. 3. 8 162 

1967. 9.19 172 
1967.11. 7 164 
1968.1. 3 159 

1968. 5.14 162 
1968.11 .17 161 
1969. 1.20 173 
1967.11 .13 168 

1969. 2.26 176 
1968. 7.20 172 
1968. 8. 6 165 
1968.10 .19 160 


体重 所 属 
59 日立栃木 

65 ブラザー エ業 

68 水海道第二高 

54 東京重機工業 

62 日本ビクター 

59 立石電機 

61 大和銀行 

63 日本体育大学 

54 化国銀行 

56 大和銀巧 

58 ジャスコ 

68 筑波大学 

64 日本 ビクター 

64 大崎電気工業 

62 日本体育大学 

5己 ジャスコ 



独自の32面体 
ソプ樽造で 

'^タイナミックプレーを演おする 

—モルテン/ 、ンドボ—ル 

^浊特のリブおがい巧、ル間段差の"32面体ノンスリップ構造"で確か 
な手がかりを生みおすとともに、ナイロン糸巻構造をほにしすばらしぃ耐久性、 
言 I 求性をも実現したモルテンハンドボール戌日本ではじめて国際ハンドボール連盟 
.H . F .) を認を獲得。ハンドボーラーの圧倒的な人気と信頼を集めてぃまホ 
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女子ジユニア世界選手権大会派遣選手國 
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第6回女子ジュニア世界選手権大会は、 w 月の日から u 月1日ま 
での巧日間、デンマークで世界から^2力国が参加して開懼されるが、 
その日本代表メンバーをここに紹介しておく。 

この大会では、ソ連、韓国などの強豪が参加するが、次のオリン 
ピック出場に賭ける日本代表チームがどのような戦いぶりを見せて 
くれる か、大いに期待したい。 


ホ子ジュニア世界選手権大会巧羡決定— 

次代を拒亏選手たをの活躍に期待/ 
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IKTaSKSlIGER ： 



JOS 1005 


アシックスは 

オリンビックキゎンペーンの 
オフイシトルスポンサーです。 



マルチコンソールが、クラウンドを確実にグリツブずる。訪のアウトドアハンドボールシューズ、スカイハント @ s し。 


アウターソールには、片足口00個な上のポイントを独特のあがで里置。アウトドア 
のグラウンドコンデイシヨンに巧実に応えるハントボールシューズの登項です。側面に 
は镇斜をつけ、鹤れ込みシュートを巧ちやずく。かかと部を扼けて羞地衝華を吸収し 
やすいおがに。大空てめ空中戰を十二分に意黄した、なめてのハントポ^ルシューズでず。 


ぉを THH 已印 ぉを スカイ八ンド ® SL 

メーカー ホ望小売価格¥9,20日 

カラー/ホワイト X レッド 

ホワイト X ネイビーカ レー 
サイズ/ 22.5- 泌. 0 cm 


test * な it W|.„nT •お問い合わせは株ホを社アシックス消費者相談課までどうぞ。〒650神戸巿中央区港島中町 7 T 目1番1巧の巧》303-の33(専用）の 78)303-3333 (大代) 

巧王\巧な f y ジ〒130東京都 墨 田 区 錦ホ 4 T 目10割1 号 e の 3)624-1814 傳用） (03)624-2221 (大巧）■本文中®は ㈱ アシックスの登録商標です。 















p 减 ® Kfc 驚 iSHliW 難麵賴 ® iSiif#. 邊 Sft 謡毒 = 心又 -; '';-1 

iWBiliiiiiii 議画議顏議誦麵量 : 

^麵評护電證賴變^議麵草... 

時々淵が稼鶴锦瞬し、か巧1か砰辨鸯 f 護 y . 域 g ち^;,.: 
いが诚禮爲相おをち抗:舊争巧辜点嬰 I 基 fi ; 品;：. 

:，::苗第洋瓣あなたの？^為醇驾載壇觀其^ 
...、,扣粪を破賽琴^某1か过|^^、..賄白べが視界囊揖專貧美亮 - 

..が一 . a 韦婦 .. 

南;蝴二 こ儀 

こ ' 心 ^ ss ^ で 





卿口■リ I -:-- バ-■、ぶ…- 

与 t 帮智|^ご:ち/ V : 

....式’’ 門社’.心.. 


喊 :こ請占甲打お姑ち错:,，:_^ 


な案藻誌装 


■本店：〒 i 跑束京都中央区.日本靖 i-?Q-5 ■電話；叫(のの胆 n ■質本盖ょぉ憶円畦■社員数：1.化[1人 
■巧舗網：を固邮お舗をタト： LJ ントン‘ニュ.ゴク 



® しをミ J ぶ憂 ) Cp %7 


(財)日本ハンドボール協を編 

『ハンドボ—ル』 


第二六七号 


昭和四十年六 nr 
第一二種郵便物！1；,がも 


昭和六十二年九月二十五日印刷 
昭和六十二年十月一日発行 


'，訂田大 

振替お京六1ム Alll 四八を発巧/ 


幹金 


定価一二百五抬円 

(諸讓班 






















